
鶴岡食文化創造都市推進プランの概要
○鶴岡食文化創造都市推進プランの策定の目的

ユネスコ食文化創造都市認定後、市民に対して今後の食文化創造都市としての取組み方針を示し、市民、事業者、関係団体、行
政が一体となって、鶴岡の食文化を生かしたまちづくりの推進を図ることを目的とする。

鶴岡の食文化とは
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ユネスコ認定の意義
� 山・平野・川・海と変化に富む地形と豊かな四季により育ま

れる『鶴岡の食材』
� 鶴岡の食材をふんだんに使用し、先人の知恵や努⼒による継

承と現代の人々の創意工夫から生まれた鶴岡ならではの『料
理・菓⼦・酒造り』

� 地域の伝統⾏事等に込められた人々の食への祈り『食の精神
文化』
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� 多様な食材、料理、食への精神性など、鶴岡の食文化の価値
をユネスコが高く評価

� 鶴岡の食文化を生かし、都市の持続的な発展の成功モデルと
なることへの期待

� 市⺠が自信と確信をもって鶴岡の素晴らしい食文化を発信し、
発展させ、次世代へ継承していくことへの願い

『ユネスコ』
⇓

『鶴岡市⺠
への期待
・応援』
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市⺠の生活に深く関わりもつ鶴岡の食文化



ユネスコ食文化創造都市の基本理念と目標・重点戦略
○ユネスコ食文化創造都市・鶴岡の取組み方針

ユネスコ食文化創造都市として、市民の誇りと喜びである食文化の保存継承、鶴岡の農林水産物を活用した食文化産業の振興、
国内外の都市との交流を生かした市民活動を促進し、基本理念「食の理想郷」を目指し、食文化による地域の活性化を図る。

～食文化による農・観・食産業の活性化～

～多様な食文化の学びと交流の推進～ ～食文化の誇りと喜びの継承～

食文化による交流のまち 食文化の歴史と伝統をつなぐまち

新たな発想を生み育てる食文化産業のまち

産業

交流 市民

農林水産・観光・飲食・食品製造業の連携による「ユネスコ食文化創造都市ブランド」づくり戦略
（１）モノのブランド化（産業の取組み強化 ＝①食文化と観光情報の発信 ②地域素材の磨き上げ ③付加価値の向上）
（２）都市のブランド化（食文化のまちづくりの強化＝①市⺠まちづくり活動 ②保存継承の取組）

重点
戦略

食の理想郷へ 目指すべき方向性
●鶴岡の食文化の保存伝承
●食文化を生かした産業の活性化
●時代に合った市⺠の創意工夫ある

食文化の形成
●国内外の都市との交流による新た

な発想による取組みの促進と人材
や調理技術等のレベルアップ

●鶴岡の食文化の素晴らしさへの
理解共有

現状課題
と方向性

①きめ細かな食文化の情報発信 ②地元の農林水産物を活用した鶴岡ならではの食の提供 ③農林水産物の地域内流通の強化
④在来作物の利活用に向けた仕組みづくり ⑤農産物の質の向上 ⑥多様な商品の開発 ⑦ブランド化と販路拡大
⑧食文化を伝える体験の充実 ⑨高度な技術を生かした付加価値の向上 ⑩先駆的な考えを取り⼊れた市⺠活動の活性化
⑪ユネスコ食文化創造都市としての責任遂⾏ ⑫食文化の記録と保存 ⑬家庭の食文化の継承 ⑭地産地消の取組みの推進 （2）

○計画期間 ５年間（H29～H33） ※基本指針部分は平成31年度に見直し、実施計画部分は毎年度見直し

食の理想郷の姿
・楽しみや喜びのある食の喚起
・生産者の誇りの醸成
・市⺠の食材・料理への自信の創出
・創意工夫ある市⺠活動の喚起
・歴史や伝統の真の理解
・⼦供たちへの食育の推進
・多様な交流が生む産業の発展
・食文化による世界貢献



農林水
産物

菓⼦
文化

酒
文化
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文化

自然
風土⾏事食郷土

料理

産業全体の持続的成⻑
都市のブランド化モノのブランド化

食文化を生かしたまちづくりの強化食文化を生かした産業の取組みの強化

農林水産・観光・飲食・食品製造業の連携による
「ユネスコ食文化創造都市ブランド」づくり戦略イメージ

○成長戦略の方向性
ユネスコ食文化創造都市として都市ブランド化を図り、食文化を生かした観光誘客により、農林水産業、観光業、飲食業、食品製造業などの
食関連産業全体の活性化と好循環を実現

（3）

１ モノのブランド化 → ①ユネスコ食文化創造都市としての料理・食材をブランド化し情報発信
②ブランドの深化のためには、「地域素材の磨き上げ」「付加価値の向上」＝レベルアップを図り、観光客に

驚きや感動を与えるなど満⾜度を高め、観光客の期待に応えることが必要
２ 都市のブランド化 → 食文化のまちとしての気運醸成（市⺠参画の促進＝市⺠のまちづくり活動、保存継承の取組みの促進）
※この成⻑戦略の達成には、「産業の取組み強化＝モノのブランド化」と「食文化のまちづくりの強化＝都市のブランド化」を両輪で進める
ことが必要

○取組みの考え方

鶴岡食文化の基盤を
産業に活用

鶴岡食文化の基盤を
まちづくり活動に活用

人材・料理・体験等の
地域素材の磨き上げ

農林水産物や加工品等の
付加価値向上

食文化を生かした
観光コンテンツの充実

・米や農産物の食味・品質の向上
・地元農林水産物を活用した魅⼒的な商
品の開発・販路の促進

・料理人の技術継承、向上の取組み
・在来作物の活用
・鶴岡ツーリズムの内容充実

食文化を生かした
市⺠の活動

市⺠による食文化の
保存・継承の取組

・⼦供たちへの食文化の理解を深
める授業などの取組み
・伝統的な農法の継承

・市⺠が食文化を体験し、学ぶ機
会の創出
・地産地消の取組みの促進
・郷土料理等の料理講習会の開催

ユネスコ食文化創造都市ブランドづくり

市⺠による食文化
観光の情報発信

・「鶴岡の料理」や「鶴岡の食材」の情報発信
・食文化を生かした観光ツアー誘致
・食文化を生かした観光素材のレベルアップ
・市⺠による鶴岡の食文化と観光コンテンツの発信



重点戦略における短期・中期・⻑期的な方向性と展望

食文化を生かした
観光情報の発信

人材・料理・体験
等の地域素材の

磨き上げ
農林水産物や
加工品等の

付加価値向上

市⺠参画の促進

国内向け情報発信の充実
食文化と観光の融合したきめ細かな情報発信

海外に向けての情報発信強化
鶴岡食文化の認知度の向上

料理人の技術向上への取組み
鶴岡ツーリズムの内容充実

農林水産物の品質向上
新商品の開発促進

料理人の高度化
鶴岡ツーリズムの 拡充

海外での鶴岡食文
化の情報の広がり

生産者と事業者の
取組みの伸⻑

国内への鶴岡の
食文化の浸透

Step 01
食文化創造都市としての基盤充実期間

Step 02
東京五輪をターゲット
とした誘客促進期間 （4）

Step 03
誘客促進による持続的
発展期間

平成29年度

2017

平成30年度

2018

平成31年度

2019

平成32年度

2020

平成33年度

2021

食文化創造都市への市⺠参画の促進
（地産地消の取組み推進・食文化への理解促進）
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地域全体
の底上げ

５年間の計画期間では、東京五輪を⼀つの目標とし、食文化情報の発信や地域全体の底上げ、レベルアップを図りながら観光誘客を促進し、
その後は、つるおか食と風土の祭典などが中心となり、各取組みの充実を図ることで産業の発展と地域全体の活性化を図る。



鶴岡食文化創造都市推進プランにおける取組みの目標数値
取組みの目標を測定する指標（ＫＰＩ）を設定し、この目標達成に向けた取組みを
推進します。

数値目標 基準値 評価指標（KPI）

外国人延べ宿泊者数 (平成27年度) 4,948人/年 (平成31年度) 4万人/年

本市観光客数 (平成27年度) 698万人/年 (平成31年度) 750万人/年

観光連盟ホームページアクセス数 (平成27年度) 31.5万件/年 (平成31年度) 100万件/年

農商工観連携事業による地元企業と
生産者との異業種連携件数

(平成28年度) - (平成31年度) 5件/年

ＧＩ制度登録数 (平成28年度) - (平成31年度) 2件

有機栽培、特別栽培の水稲作付割合 (平成28年度) 36.6％ (平成30年度) 50％

「食のフィールドスタディ」等により開発
した核となる食文化体験プログラム数

(平成28年度) - (平成30年度) 10件

（5）



鶴岡食文化創造都市推進プラン 基本体系図

鶴岡食文化創造都市推進プラン 基本体系図
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鶴岡食文化創造都市推進プラン 基本目標別の主な事業
○基本目標別の具体的事業の一覧

新たな発想を生み育てる食文化産業のまち〜食文化による農・観・食産業の活性化〜

Ⅰ食文化を生かした観光誘客の推進

（１）対象市場に向けた情報発信・プロモーション
の展開
・飲食店の観光情報充実、英語ウェブサイト更新
大手グルメ情報サイトによる発信強化
・海外メディア招聘のファムトリップの開催、

（２）滞在コンテンツの充実・強化
・鶴岡旬御膳の充実とリニューアル
・庄内酒まつりなどの食の祭典の開催

（３）受け入れ環境の整備
・マリカ１階の総合的情報発信拠点の整備
・無料wifi導入、二次交通の充実

（４）地域取組体制の構築
・情報分析、プロモーション、コンテンツの磨き上げ、
旅行商品造成を一元的に行う法人「鶴岡型ＤＭＯ」
の設立

Ⅱ質や美味しさなど農林水産物の
品質向上

（１）米の品質と食味向上
・実証圃などの設置による良質米の生産推進

（２）環境保全型農業の推進
・環境保全型農業の取組み強化

（３）認証制度の活用
・ＧＩ制度導入によるブランド化の強化及びオリン
ピックへの食材提供を視野に入れたＧＡＰ認証取
得の推進

Ⅲ地元旅館、飲食業、食品製造業
への安定供給

（１）地元旅館、飲食業、食品製造業への供給
体制の強化

・農林水産物の需要調査とマッチング機会の創出、
小ロット流通体制の構築
・旬の魚フェア開催による魚介類の供給体制の確保

（２）地元食材を活用したプロジェクトの展開
・そばプロジェクト、漬物プロジェクト、メロン・庄内
柿スイーツプロジェクトなど地元食材の供給・活用・
消費拡大に向けたプロジェクトの実施

Ⅳ食文化を生かした商品の付加価
値向上と販路拡大

（１）農林水産物のブランド化の推進
・米や在来作物、トラフグ、マダイ等のブランド化

（２）多様な連携による付加価値の高い商品開発
・新商品開発を促進する補助金による支援

（３）農林水産物や加工品の販路や消費の拡大
・食関連販路開拓支援事業補助金による商談会参
加への支援、食の手帳（仮称）ガイドブック等の制作

（４）農林水産物や加工品の成分解析
・学術機関の技術を活用した解析と付加価値向上

Ⅴ鶴岡ガストロノミーフィールドミュー
ジアム構想の推進と人材の育成

（１）鶴岡ツーリズムの推進と食と風土の祭典の
開催
・鶴岡ツーリズム推進と食と風土の祭典の開催

（２）つるおかふうどガイドの養成
・鶴岡の食文化を案内できるガイド養成と資質向上

（３）料理人の高度化支援
・料理人育成講座の開催
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鶴岡食文化創造都市推進プラン 基本目標別の主な事業
○基本目標別の具体的事業の一覧

食文化による交流のまち
〜多様な食文化の学びと交流の推進〜

Ⅰ食の専門機関との戦略的連携

（１）食のフィールドスタディツアーの実施
・イタリア食科学大学の教授、学生等による食のフィールドスタディの
開催
・昭和女子大との連携による食文化ツーリズム等の開発

（２）食文化カンファレンスの開催
・イタリア食科学大学や世界的に活躍する専門家を招聘した国際カンファ
レンスの開催

（３）食文化アカデミーの検討
・イタリア食科学大学との戦略的連携
・世界的視野での食文化アカデミーの検討

Ⅱユネスコ創造都市ネットワークとの連携・交流

（１）創造都市の分野を越えた横断的連携

・ユネスコ創造都市ネットワークの食文化分野以外との横断的連携によ
るフードデザイン等への市民活動の展開促進

（２）ＵＣＣＮ（ユネスコ創造都市ネットワーク）・ＣＣＮＪ（創造都市ネッ
トワーク日本）との連携・交流
・ＵＣＣＮやＣＣＮＪの活動への参画

Ⅰ食文化の歴史・伝統の保存と発信

（１）食文化の記録保存と発信
・市民参画による貴重な食文化の記録を推進するためのフォトコンテストの開催と
食文化映像の制作、活用

（２）地域リポーターの活動の推進
・古くから残る伝統的な食文化の復活と継承など、女性視点での発信するリポー
ター活動の展開

（３）食文化ホームページの管理
鶴岡食文化の歴史や郷土料理等のレシピを紹介するホームページの管理

Ⅱ食文化の理解促進と家庭に伝わる食文化の継承

（１）食文化の日の制定
・市民が食文化への理解を深めることを目的とした食文化の日の制定

（２）郷土料理などの料理講習会の開催
・郷土料理や行事食等をテーマとした料理講習会の開催

（３）食育・地産地消の取組みの推進
・子供達への食文化理解活動の展開や学校給食での地産地消の推進

（４）市民団体・学校・企業等への食文化活動の啓発活動
・小中高校、観光に携わる企業等に対しての食文化理解の促進

食文化の歴史と伝統をつなぐまち
〜食文化の誇りと喜びの継承〜
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